
磯 新 駅 設 置 推 進 協 議 会 の 概 要

磯地区への交通アクセス改善により、世界文化遺産を生かした「稼ぐ観光」を強力かつ早急に推進するとともに、人口減少・高齢化に負けないまちづくりを実
現するため、磯地区における新たな鉄道駅（以下「磯新駅」という。）設置に向けて、機運醸成を図るほか、磯新駅設置にかかる建設費用や磯新駅の設置手法

に関する具体的な協議を行い、磯新駅設置の事業主体を設立することを目的とする。

１．目的

【会 長】藤安 秀一（鹿児島経済同友会常任幹事）
【副会長】有馬 純隆（鹿児島県中小企業団体中央会副会長） 折田 雄一（磯町内会長）

【委 員】福永 浩司（鹿児島経済同友会鹿児島活性化委員長） 濱上剛一郎（鹿児島県経営者協会専務理事）
島津 忠裕（㈱島津興業代表取締役社長） 福留 一郎（㈱九州経済研究所経済調査部長）

倉野 満（(公社)鹿児島県観光連盟専務理事） 圖師 俊彦（(公財)鹿児島観光コンベンション協会専務理事）
江口まさよ（(公社)鹿児島青年会議所理事長）

【オブザーバー】
九州旅客鉄道株式会社、鹿児島国道事務所、鹿児島県、鹿児島市、鹿児島市タクシー協会 ※オブザーバーは、協議内容に応じて適宜追加する。

２．構成

①企画調整・広報部会
【目的】

駅設置に向けた機運の醸成や、駅設置について、関係団体間で一定の理解を得る。

【主な活動内容】

・駅設置の目的・効果等の広報・啓発（例：ＨＰ、チラシ）
・駅設置に賛同する団体等の募集・登録

・道路利用者（交通関係団体）等との協議・調整

②建設費用検討部会
【目的】

駅設置にかかる費用負担についての基本的な考え方をとりまとめる。

【主な活動内容】
・駅設置にかかる建設費用及びその負担に関する関係団体との協議・調整

③事業主体検討部会

【目的】
駅設置の事業主体についての基本的な考え方をとりまとめる。

【主な活動内容】

・鉄道施設整備及び道路改良に関する関係団体との協議・調整
・世界遺産・史跡への影響に関する関係団体との協議・調整
・事業主体に関する関係団体との協議・調整

３．専門部会

駅設置に向けた機運醸成

道路利用者等の一定の
理解

費用負担について一定の
合意形成

事業主体について一定の
合意形成
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＜参考＞磯新駅設置までの全体計画（想定）

設 立：平成31年3月26日
事務局：鹿児島経済同友会


